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0.3691暮,体積 0.00650∝)-とB(半径4.1011,厚さ 0.3051t,休積 0.00375cc)の分子
磁場の大きさをそれぞれ求めている｡ Sll.Summary.(P509)の冒頭を引用してみよう｡
qFe結晶の磁気的特性は,分子場のWeiss理論によって説明されることが示され
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文を Nature迎 _(1927),951 (12月31日号)に掲載して,更にその論文の内容を発展さ
せながら,詳細に書いたものを翌1928年の棄北帝大理科報告に載せるのである｡尚,こち




































































































































｢最も長いものは40q (直径 2cn)程度｣28),あるいは r最長 500ミTj,太さ 1ミ7)ぐ
らいの針金状｣29) という大きさだったらしい｡ただし,論文 (文献007,Oil)中に実演デ









































































か上げることが出来る｡キTJス ト教,本多光太艶 Heisenbergの著作 Dieぬttlrbild
derheutigenPhysik,195638)などがそれである｡キ')スト教について払 文献302半




















も熱心であった｡60年安保時の r茅声明J 38) や立原正秋との対談391 にもその辺りは潰
える｡しかし ｢悪法も法なり｣ という考え方■○) で,常識的な意見を述べることは,革新
的な人々の●一部にCも 受け入れられない｡茅は,まず現実という枠を把握して,それを決
めてしまうとその枠の中で精力的な実務家として行動す'Bのである.このような患度払
一方では ｢行動的な科学行政官｣ ■1〉 もっと世俗的に言えば ｢予算取りの名人｣ ●2I と辞





























































































































磁 化 曲線を描く｡ ts5'で東嶺方法を説明し, 436-で結 果を述べる｡ここでのデー
タ が 優 れ た もの と改 め られ た の で あ る｡ 磁 化 曲線 グ ラ フ を 引 くが, i2で述べたように,
N｡L.Ne bs ter や N.Gerlach の デ ー タ と比 較 して み る と , 茅 らのデー タが結晶破気異方性
を 捉 え て い る こ とが わ か る｡
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･L王÷ト st- ･)･cos(TL-… Z)十COS(普-d-B･)
十-S(普- 叫 十2'･S(普-叫 ...(H｡_19
二品d… 卜 叫 鴫 )･Sih(州 十叫 8･一小 2叫
ここでαとβの関係は次によって与えられる.
LZ浩 二洗 : cos(dtも)




これは6つの磁石 (本多の言葉で言えば r複素体Jele舵ntaryC叩 lex)が図7のよう
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∴ か 豊 吉‰ ･
図10.ヱ軸方向から見た図7.
同様のことをy軸.Z軸の分子磁石について考え,汁/A-h (hは r相当破堤 Reduced
fieldJ)とすると,関係 (flo-16)が出てくる｡
つまり (H0-15)及び (H0-16)の関係があり,且つαとhが与えられたとする｡その時に




と同じ図である｡磁化過程は理論的には, a一一b-･C- d- e となるはずである｡段階
別に追ってみると,
















































































0 100 3aO 300 岬 30d b .
- - ヱ血 iqnddiAPtLd ･･








○ I ◆ト lt
0 100 300 300 1月0 500 沖 ■


































o 100} =由 3000 4000 30中 的 007000 b sSLJ～
･ - ZhrlJLL丘tIJ.















? ???? ? ? ? ? ??
? ? ? ? ? ? ? ? ?
?






? ?? ? ? ? ?? ? ??
A-
〓 ? ?? ? ? ? ?
?
? ?



















上:本多一大久保論文 P194.下:文献 005.Pl175. 茅の論文に戻ろう｡ Coは老化容易
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tvhere L･-+ I2-音 ,2,-轟 ･1,- 品 ････････
ここで,右辺に新たに関数 f(0)を導入すると,









Ⅰ/Ⅰ ｡ -i-1/2icos(α-ea ) +cos(好一α-e b ) I





ここでI/a-h (hは相当磁場 甘educed field)とすれば,次の関係が出てくる｡
昔 轟 親 王謡 ‰ ･ ････⑦
今,αとhが与えられたならば,0. とObが⑦から決まる｡ここで二つに場合わけを
して,磁化過程を考える｡
1.α-Oの暗 :@ ⇒ i-1/2(cosO. + coseb ) .




2.α-7(/2 の時 :⑥ -令 i-1/2(sinOa - sinO t.) .









































羅すること154) を目指したものである｡その中の ｢講義Jの境目で,茅誠司は ｢磁気と
其瑚定法｣をいくつか担当している｡その凍れを追ってみよう｡
1927年の r磁気と其潮定法 (I)｣(P157)で軋 まず ｢Ⅰ.磁性休の分類と其の簡単な
る理論｣ として,ここでは数式を用いず,定性的な話をする｡常滋性体,反磁性体,強者
性体について簡単にその性質を述べた後,それぞれ物質の例を上げる｡そして ｢簡単に是
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テ mdel ニトル.ソノ dinension ガ有限デアルクメ方向性ヲ生ズル.シカシ
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dimenSion ガ laticeconstant ニ比シテ小イト方向性ヲ生ジナィ.更二之ハ



































80 K:つまりね,どう考えても Jugnetic… ent考もっている以上は,ふつうの
angularmo鴨entuJLをもってなきゃ駄目だということになると,dia船Peつき
り蹄ないわけなんですよ｡その才差運動は dia■asneですからね｡

















力現象については, 2元合金,即ち格子点に2凍 類 の 原 子 を 配 列 さ せ た 時 ど う な る か , そ
の長拒鼓規則度の理ibAとして1934年に Bra8gとNilliaJLSが 論 文 を 提 出 74) し た ｡
そして,この理論こそがWeiss理論と同 じ形式 を 持 っ て い た ｡
Bragg-NilliahSの後,協力現象に関する理論 と し て , a_A.Bethe ㈹ , R.打.FoNlerと
E.A.GugBenheih78)の quasi-che儀ical鶴ethod,Yutaka Taka8i 79) な ど の 理 論 が 出 さ れ
る｡また,多元合金の問題というよりも,強磁性 の 問 題 と し て ,F.Bitter の よ う に 荘 計 的
手法をもってWeiss理論の説明80)をしようとす る 試 み も 現 れ る ｡
このような時,これらの理論を,その中でも Bragg-NilliaJLS 理 論 を 茅 が ど の よ う に 知
るに到ったか,それについて茅自身は次のように 語 る ｡
｢伴野 :･････先生は Bra8g-Nilliahsの理論 と か , あ あ い う 論 文 は い つ お 知 り に な っ
たんですか.
茅 :Bragg-NilliaJLSはああいう問題の一 番 先 手 で す か ら ね . い つ 読 ん だ か と い
うことはないけれど,読んで講義で も 何 で も や っ て ね , フ ェ ロ マ グ ネ を 知 っ
･ている連中にとって,Weissのモレキ ュ ラ ･ フ ィ ー ル ド と い う の を Bragg-
NilliahSの理論と関係づけるというこ と は , ち ょ っ と 後 か ら で す ね .
YYY :ドイツにいらっしゃった時はそうい う こ と は ま だ で す か .
茅 :まだです.
YYY :やはり北大へいらっしゃってからです ね . 我 々 が 大 学 - 入 っ た 頃 に は Nix,
Shockley*が出てましたからね.｣81)
(*規則一不規則変遷のレビュー )
ただ,少なくとも宮原将平が受講した時 (1936. 4 - 1937.3) に 払 Bragg-Nillia鮎
理論について茅は語っていない｡ しかし北海道帝 国 大 学 時 代 の 茅 の 門 下 生 で あ る 伴 野 雄 三
の話によると, ｢北大での茅の輪講は徹頭徹尾 order-disorder の 問 題 で あ り , 8ragg -
Nillia孤Sをたたきこまれた｣82)ということであ る ｡
茅が直接 Bragg-NilliaAS理論について語 る の は , 後 の こ と で あ る が , 初 め て Bragg-
Nilliams理論に関する記述が出て くるのは,p r鵬alloy の r秩 序 - 無 秩 序 転 移 の 存 在 を 実
証した｣83)1938年の論文 (文献012)SeijiKaya, ` Die 臼k rstm kttJrbildung in den
NickeトEisenLegierwgenund das Per鳳alloyproble■/ で , 31頁 に 次 の よ う に あ る ｡
･`････今,Fe-Ⅳi合金に超構造が存在 して い る か ど う か の 問 題 に 注 意 を 向 け た 時 ,






























































































⑳-365+273, M.I-2.32×103 , A-59,･p-8.9


























































x王 ニ エ ム出 し一三･Nl
である｡分子磁石の全個数はNだから,
8三上-上 三 川 =∑上地■- NL N
よってrの状悪の起こる確率比,次である｡
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@ r茅教授講義 ･宮原ノー トJ (1936-1937)
@ r磁性体論.J (1938)


























































































































明の歴史については,伴野雄三 r科学シTJ-ズ物性-3 磁性.J(1976)三省堂 ｢第6









































Diracはこの論文で今日我々がよく隈にする HeisenkrgHaJ'iltムnianの形を導 出 し
ている｡
ll)文献304.宮原将平 ｢回顧と展望｣ 中 P357より抜粋｡
12)文献304.宮原持平 ｢回顧と展望｣ 中 P357より抜粋｡






多一大久保の Ele脈ntark叩 lexの量子力学的な裏付けであった｡かれらの l自発碇
化'に対する理解はWeissのそれとは根本的にちがっている｡ WeissにあってはH-
0の橿隈においてなおかつ単一碇区内においての有限の磁化が存在し,それが自発破
化であったのだ机 広根-彦坂にあっては単一の Ele鴨entark叩 lexにおいてH-0
の極限で磁化は0であり,Hの大きな領域でのグー H曲線をH-0に外挿したときの
6軸の切片がWeissの 4日発破化'に対応するものとみなされた｡j
14)文献304.宮原将平 ｢回顧と展望｣ 中 P355より抜粋｡
15)前出.文献13.P212に結論として述べてある｡
16)この月給の金額は文献207 r50年昔の美袋手帖から｣ (1982)中の P2の茅の記述に
よるものであるi一方,文献302 r巨木.茅さんJの P29では r金^円也 (誤植では
ない)の月給をもらう身となった｡｣と書かれてI､る｡これは r追忠 相上武次郎先






18)永宮健夫 r磁性の理論J (19m 吉岡書店 P5-9にかけて引用されている｡
19) r物理学辞典J(1986) 培風館 の ｢破気異方性｣ の項目 (FW ～801)には, r結晶
の磁気異方性は本多光太郎と茅誠司 (1926*)によって初めて滞定された.｣とある
が,正にこのことである｡
20)文献201.日本金属学会報 学会賞受貰講演(lfXi5) 中 P415より抜粋｡



































文献108r続 雪椿｣では r春に蒋えた 冬`の華'｣P201-226.(中谷宇吉郎追悼随
筆), r北海道のばれいしょ｣P230-234, rスキーとかんづめ｣P238-241_
36)邦訳 :W.ハイゼンベルグ r現代物理学の自然像J (1965)みすず書房 訳 尾崎辰之助
37)文献312. ｢茅誠司｣ r中央公論J昭和33年 1月号 P212より抜粋｡















39)文献108. r続 雪椿J 円5-104.対談のタイ.トルは ｢都市化社会の非行少年｣
40)このような茅の考え方を示すものとして払 文献107. r雪椿J P212-222.






りの記事を出した (松本では11月10日の朝刊社会面)｡ 清水は茅誠司の東を ｢卓抜し
た物理学者l ｢行動的な科学行政官｣ r良識のある文化人J の三つに分けてその生産
を展望している｡そして ｢茅さんはいろいろな面で昭和の時代が必要とした､たぐい
まれな常識人であった｡ ｣ と結ぶ｡この記事は捻合的 ･多面的見方をしていることで
｢小さな親切運動｣あるいは ｢60年安保時の棄大学長｣ ということを強請する他の新
聞社の記述とは趣を異にする｡
42)朝日新聞 昭和38年12月 1日 朝刊 14両 ｢持論 一人間見失わぬ経済学 兼大学長
に選出の大河内氏｣の記事中より,当時の学長茅誠司を対する評の一言より抜粋｡
43)文献312. r茅誠司J r中央公論J昭和33年 1月号 P209より抜粋｡
44)文献107. r雪椿.J P212-222.r人間をつくる教育-/)､泉信三氏との対談 - ｣
P214より抜粋｡
















はない｡例えば 前出永宮健夫 r磁性の理論J (19gT)で茅誠司のデータとして掲載
















- 本多光太郎を中心として - J r科学史研究.I堕.(1976),80.
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茅誠司におけるWeiss理論の受容の過程




















勝木 浸, ｢本多の磁気理論と,わが国におけるWeiss理論の受容の過程 V｣
r物性研究J_亙 ,(1981)355.
加藤書基, ｢Heisenbergの強破性理論｣ r物性研究J坐,(1985)739.
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として,次のようなものがある｡ 勝木 塞,永井寛之,斉藤方成 r本多の磁気理論
と,わが国におけるWeiss理論の受容の過程ⅦJ r物性研究｣41,(1983)fX;.
94)鈴木増雄, r物性研究J35,(1981)63.































































102.r科学文献抄 4 強磁性結晶体論J 君波書店
-195-
足助 尚志
昭和11年 6月 5日 印尉 (1936)
昭和11年 6月10日 第 1耕発行
昭和19年 1月10日 印潮
昭和19年 1月15日 第3耕発行
103.r磁性休論 仁科芳雄編輯 量子物理学第5巻J 共立社刊
昭和13年12月12日 印刷 (1938)
昭和13年12月18日 発行




105.r豪新金属学大系 lJ 誠文堂新光社 監修者 本多光太郎
･固体金属論 : 武藤俊之助 九州音大教授
･ 物 性 = 庄司彦六 棄北帝国大教授
･砿性体論 = 茅 誠司 北海道帝大歌津
昭和18年 2月23日 印耕 (1943)


















108.r続 雪椿J 雷鳥社 (注)随筆集
昭和44年11月10日 印捕 (1969)
昭和44年11月25日 発行
109.r強磁性J 岩波全書 158 岩波書店
昭和27年 5月 5日 第1耕発行 (1952)
昭和43年 8月20日 第6耕発行
◎分類番号2=講演,インタヴューなど.
201.日本金属学会手技 4巻 (1965) NO.6 学会賞受貴記念講演




204.r茅 誠司先生を囲んで｣ r日本物理学会誌J 第32巷 第10号(1977)
上智大理工 伴野 雄三,上智大理工 柳瀬 隆男, 日大 理工 安河内 昂
205｡｢私的記録｣ 物性物理学史聞き書きノート. 1978.7.26
く勝木 轟 く信州大理)氏によるインタヴュー)
206.留学生時代の患出 r日本物理学会誌j 第14巻 第 4号(1959)
207.50年昔の実旗手帖から r応用物理J 第51巻 第 1号(1982)
◎分類番号3:その他.
301. r私的記録｣ 本多光太郎研究会記鐘 (1972.ll.20-21) 於 =物性研
くこの記藻は,研究会提案者,および参加者のための privateなものとして,
勝木 塞氏により作成されたもの)








304.｢回顧と展望｣ 宮原将平 (北海道大学理学部) r物性J坦(1972),354_
305.r回顧と展望｣ への感患 河宮信雄 (名古屋大学工学部) r物性Ji!(1972),589.
306.r本多スクールとWeiss-tfeisenherg理論｣ 宮原符平 (北海道大学理学部)
r物性｣坦 (1972),591.
307.rわが国におけるワイス理論受容の過程についての一考寮 j 藤木産 (信州大学理学
部) r物理学史研究J旦No.2(1973.8月)
308.｢日本の磁気学の 100年 - 研究者のみたもの - ｣宮原浮平
r日本応用磁気学会報J旦 (1978)29.
309.｢磁気の歴史｣ 宮原将平 (中央大) 応用磁気講習会(1982.8.m
く物理学史の資料として勝木 轟氏より閲覧させていただく)
310.r本多光太郎の磁気理論 - ｢本多一大久保理論｣ の成立まで - ｣
河音信郎 (名大工) r物理学史研究Jユ No.3 (1971.9)
311.r本多光太郎の磁気 ･金属学研究について (Ⅰ)J 河宮信沸 く名大エ)
r物理学史研究J旦 No.4 (1972.12) (1972年度物理学会年会特集)
312.r茅 誠司｣ 青地 点 中央公論 昭和33年 1月号
313.r茅 誠司氏 - 強砿性体の研究 - ｣梅内賢信 r科学朝日J 25(1965)1月号
-198-
Ap.巨星ndix 2 茅 者成司 年 表






190511M354 4月 小学校入学..小学校卒業乱 高等Jl嘩校に1年間通う.































1920. 3T912 3月 東相 等工業学校卒糞.7 北帝国大学理学部受晩 (108)･.より社会を
9月 東北帝国大学理学引物理学教室入学.･数学ばかりやつていた.フォー サイスの撒 当時の物理学教室の教授
分方程式の本ト｢今から思うと,東北帝大の三年間はビア ･本多光太郎 (1916;鉄の研究で学士院井) 明るくするには
･日下部四郎太 (1914:.岩石の力学的研究で学士院賞) ･対立の解消
石原 純 9相対性原甥の研究で恩賜賞) ･科学技術と
カデミックな気分にひたつて勉強したことは ･愛知敬一 (理始物理学) その間塊点
なかったような気がする｣･不二寮での生活 喜一物理学教室卒翼 ･小林 巌 - ⊥(202の貴子A)
･山田光雄 (X線研究の草分け)- -(301)･仙台を経る
1923456T1254-Sl東北帝国大学金属材糊形研漸郊甫助 r鉄-炭素系のソTJダス.闇熔線a)形の決定J 00p- 1･204;2,302.
･新しい物理の経路が出ると夢中で取り組んだ.特 ｢あんなに苦しんだ実験は私の一生中になかった｣ 30?21,204,301,30232 2 3224 1,33
にSommerfeldの●一AtombauundSpektrallinien,Z鵬-iteAuflage".(203,205)外遊中(イギリス 01;187)の本多よpり金研の山田 (302)増山義雄とともに鉄の単結晶の製作と磁歪の異方性を研
光雄に電報. ｢鉄の単結晶を作り,その磁性を研究せよ｣11月 東北帝国大学助教授.泉 金属材料研究所所員.夏 Z項a)木村栄 長女伊登子と見合い本多帰朝.ニッケル.コバルトの単結晶研究指示.2 6日 本多光太郎夫妻の媒酌 伊登子と結婚この年,肋膜炎で2~カ月入院.フランス語の郷乱4 数学物理学会で鉄のクリスタル 発表 学会で初めてする. (04;60) 究することになる.ニッケルの単結晶の研究に着手.･r金属 研究J101研究;秩-炭素系の固テ容線に就て輯線 電気櫨に就てコバルト東北帝大卿斗報告
-1i5751 本多,茅:Feの単結晶の磁化l 301
l蔓 鉄Jニッケル板晶蒜 晶冨錆 .o讐重税体の多より学鹿 文と■して提出するようにいわれる. ≡











結晶の磁気抵抗劾果- -→0 04 ･本多先生と










































































1930S5 4月 バリ金紋:北海遭帝国大学理学部設立についての賭し合い. (203)中谷宇吉郎とドレスデン.ブラへ ミュンヘン.チュー リッヒ.バ デールへ卵子をする.ストラスブルグ大学へWeisSを訪問し,Weissの 位始文を贈られる.G6ttngenまで行き,そこで中谷と別れベリンへ帰るバTJ 旅行し .プロイを妨ねる.(302)春 北海道帝国大学理学部が関 宇吉郎より大変だから帰ってこいと手紙 もらい,ベルTJンを去 (203)イギリ にわたって各地の研究所 見学 IトNi-3Mnゐところでニッケルとマンガシカ観姉:.正しく並ぶます ,強いフェロマグネティツクであ;つて.でたらめ,-Fイスオ-ダ-な配列をするとノ….巨 やグネティツクになることを見つけました.辛-圭;7)-負 (磁気変憩点)が .デイスオ-ダド (0,der-dis°,d6r)変態によっ.て非常に変わる!持 いうことはこのとき初めて見出されたものです.'i…禦 oi字粁 諺 こlL避 雷㌫露 詣 J'% 苦をI圧 た際に,レ-ニ㌣グラ-ド理工学研究所で rお裾l'i豊 吉a言も誓S,LTabPni冨詣 義弘 差㌫誓㌣言も,r;毒て い仕事であったのかとわかった次第で 204,205,302留学中の生活に関する補足文献(107)
19301SP6 9月 北海遭帝国大学痩学部助教挽. ; i0-06(独での成果)
茅の北大行きの意義につむ_､て(301:351-359)5月 北海道帝国大学理学部教挽 物理第一繕座担任を命じられる.鳥 諒 等毒諾 韻 語苧蒜 始,電磁星…気学.(302) ≡;.HeitlerのauantumTheoryofRadiation項Iを読んで う.Mo上-Jonsも.(204‥64) ; 憧 儲 監 瓢 謹製諾 2'#木秀夫とともに.i;-茅の法則を得る(1931年)-(204;102T108,205!儲 豊 品 禦 ).→⊥ヱ鍵 金属体系lJ-S期一† ーl l…⑧ 強磁性合金把 の進展-order-disorderpe-･rma】loy問題へ強力{つていく.(202,203,24:31-再1.205:53136-148,0.19626575,0)~層 投 写芸重璽 崇 芝蓋曇書芸 富野一
l闇 熟 読 鼎 諾 戯 篭鮎 毒平針I一…力学は,ぬxPlaJnkのVorlesungen-uberTherm-i 享と患普 2`Hn,AB'i-C.,Ni-Fe-Co,享iFe∴Coの脚線測温 (205;147,302). i











































































108に ｢春に消えた.J冬の翠'｣が喜原将平.里親 田岡忠兎 鈴木平,ドl ･北海道の1ばれいしよスキーと転結べリオ-ズ｢幻憩交響曲｣一● il
方向性珪素鋼板の研究を続ける. 以下主な文献は302
lI∫研究. 呈
I .ヽ 303この頃の生活に関する神足文献(107)･私の住居I性体 …
106発行. ･ふろとともに十年
I

















































茅 の 糞 は . 動 き 周 辺 の 動 き 拍文番号 主文献302以外
19501234567S256789台3012-この年の始め頃 ガリオア蛮金によって日本学節会抹使節団点 科学者4人のうちの1人とし 訪米仁科芳蜂の死去に伴い行われた副会長選挙で当退.日本学術金紙第2期の後半は副会長を務ゆる.r強磁性J発行. 4月 サンフランシスコ平和条約. 021 107.アップ′レ イヾ･日進月歩の~科学製品∴ 技術と人間24:123-133
9月 国際磁気学金へ招持される.アメリカ.メリー ランド大学. (原子力発電に関す 博幸馴文集)1023日 日本 術金城絶息 ｢茅.伏見提案｣撤回.･5月 血のメ デー 事ー件回軒理絵物理学会が日本で開催され それで,Bo20rth,VanVleck,Schiff,Sla.terら来日.3 中曽根康弘 稲葉低 斉藤恵三 から｢原




ユニセフ委点.ユネスコ第8回給金 (南米モンビデオ) 3月16日 3月 1日に起こった第5福鶴丸事件朝
.に参加.40日あまり滞在. 遭される.
社団法人日本アイソトー プ協会設立.会長就任.南極学術探枚開始に尽力.6月3日より日本学術全様妨ソ妨申学術視察団団長とし 4月21日 日本学術金紋第17同総会.12 手隙君を団長とした中国学術視紺 来日.国際学術連合会長バ｣クナ-博士来日. ソ｢ダ･コー ヒー 抜我107.青年に望む








19589601S33456 4月 日本学術会捕給金で金長講尉壬受理される. 12月 全日凍学生自治戯必重合.所謂全学連に2 -107.科学技術教育の改善_205:218-21917.前進歌
仙台市主催教育文化研究会-6月の未～7月 西ドイツへ招待される.714日 Heisenーbergより'-DieNaturauffassu叩derheutigenPhysik'Tという冊子を頂く.科学技術会描線良. (～1966)国教科学連合協強金の本音陥負.1 沖縄訪問. つの反共産党組織ができる. ｢共産主義者同盟｣(ブント)と革新的共産主義者同盟 (革共 )6月 全学連の主導権をブントが撮る.60年安保.安保反対連動激化.
5 立市における岩波文化繕浪- 61三伯-東大文学部樺美智子死亡.8 ソ連ミコヤン副首相来日 と
6月16日 ｢茅声明｣発表.農林水産技術全様重点.(～1964)1122 自治大学校妃念祭において誇清 一 人間 -.-108･科学技術とその
1963S38 3月28日 東大第89回卒翼式での告辞 (小さな親切運動 卜二 王の他この時代に就いた役職- (303)!l__j蓋 欝 琵 萱I義息 国立大学研究所協紙会葬見 国立手弾 博物ンジミマ.-圧延胤軍営委員及びヘリウム液化装軒 間組点
のきっかけ) 108.大学紛争と
J6 小さな親切運動発見 小さな親切運動本部代象7■ 本書敵 .代表.8 茅コンファレンス発見 近角聡借の提案に基づき同氏と伴野雄三 坂田怯｢ 安河内昂ら早こより始められる.第1回テ-マはr磁性｣野尻湖ホテル12 東京大学学監退官.l沖 究所役立準備委鼻金副葬鼻息i.学外;日本物理学会委鼻息 国立薮膏研究所評嬢釦!緒言硝脱会評城見 理科教育書械会委息 東北大学セ､ 小さな親切






















タ ,ー日本アイソトー プ協金 日本綜合研究所 (名誉会長)
日本原子力産業金練 (副会長).日本余暇文化振弼金 日本
盆栽協会 (副会長).日本青年奉仕金 日本車斗学協金 目塊









科学映画協会 日本コンピュー ター･ユーチリティ協会 (名
誉顧問).日本金属学会付属金属働勿緒､日本青少年研究所
帆船日本丸紀念財凪 野村学芸財凪 米ロ財凪 村上記念会
日本特許情報センタ ,ー日中産業技術交流協会 日中社会科
学交流協会 本田財凪 松下政経塾 リモートセンシング技
術センタ ,ー構浜生命科学振弼財団 (時男欄間).本多記念
会.
理事長:井上科学振糊オ凪 けやきの軌 国際技術振弼協会 生存科学研究晩 日本放送文化基金,
日本梅地研究振弼会
(この他に理暴 き職 員をあげると66団体をかぞえる)
･変わった役職名.;日本科判専物騒組長 日本民族漸女舶元患 理化学研究所相続挽 広領域教育研
究会代表世話人 小さな親切連動本書研モ泉 日本の水をきれいにする金相抜役 発明協会参与 藤原科















巻 年代 項目 題 目 着 席 者 t3ち 頁
第-巻 1924
1925I研究 秩-炭素系の固相線に裁て 茅 誠司 1 45輯録 電気蛙に就て 茅 誠司 123 8022839
1926
四 i1927 研究 l鉄の単結晶の磁気曲線に鹿て 本多光木津茅 鍵司 1 1
高温度に於ける 本多光太郎 11!41.3
鉄め単結晶の磁化に就て 増本 量茅 萌司
講義 磁気と其謝定法I. 性体の分類と其の簡単なる理論 茅 誠司 45f6781gdIll2 157
Ⅱ.磁場と其測定 159
Ⅲ 強磁性体の磁気瑚定法Ⅳ 鉄及び 合金 IV ニッケル,コバル ト及び其合金 磁性Ⅵ ホイスラー合金■ 632046.3910419554
I五 1928I 研究 ニッケル単結晶の磁気的研究 l茅 誠司 7 .241
秩,ニッケル及びアルミニウム単結晶の比重に.裁て 茅 誠司 .io 385
講義 磁気と其謝定法 (X) (XHⅦ.常磁性体及び反磁性体と其の 気係数の潮定強 の磁気と温度の関係 茅 誠司 12. 15
班.二元合金の平衡状意図と磁気係数の関係 56









る｡譲渡の経緯は, 勝木 産.永井寛之,斉藤方成 r本多の磁気理論と,わが国におけ








































































GYROHAGNETICRATIO,ANDHEATCAPACITYINS4◆◆◆ ANDEuH ◆ '
Phys.Rev.39,(1932)199.
Beispie12.Eisengmp叩n
･∫.A.VANVLECK,-oNDIELECTPICCONSTANTSAND【AGNETICSUSCEPTIBIuTIESIN
TItENEWQUANTUMMECJIANICSPAI汀 Ⅶ-APPLICATIONTODIA-ANDPARAHAGNt汀ISH'
Phys.Rev.31,(1928)587.
13.〔-iv)〕Para巾agnetis肌SVOrIHole仙lerL(P.106-)
14.Neiss'theoryofferro欄agnetisat
15.GyrohagneticEffect(P.123-)
くEinsteirL-detlaasEffect,Richardsoneffect)
･～.Sucks鑓ith, T`heGyro儀agneticEffectforParaJugneticSubstances_
-Ⅰ.DescriptionofMethd aJldR鮎ultsonDysprosihJlOxide/
Proc.Roy.Sa.艶 ,(1930)276.
･N.Sucksnith, T`heGyro4LagneticEffectforParadLagneticsubstances.
Ⅱ12esultsonSaltsoftheIronGrotJp/ I
Proc.Roy.Soc.133,(1931)179.
16.Heisenh3rgSCheTheoriedesFerro鶴agnetisuJLS(P.125-)
･叫･Heisenberg,IzurTheoriedesFerro船gnetis肌S/ Zeit.Phys.壁.(1928)619
- 211-
足助 尚志
(荏)P127- *L的 ha=Gmppentheorie
P144- HeisenhergSCheTheoriedesFerro儀agnetisuJLS
17.Bl∝hscheTheoriedesFerro鴨agnetisrushistiefenTq岬杷ratur(P.163-)
･ド.81∝h,`zurTheoriedesFerTO舶gnetis机S.- zeit.Phys.塾,(1930)206.
18.Theferro儀agnetictheoryOfNickelduetoJ.C.Slater(P.182-)
･J.C.SLATEP,■TheFerTOAagnetisbOfNickel' phys.Rev.壁,(1936)537_
･I.C.SLAYER,'THET肥ORYOFCOMPLEXSPECTRA' phys.Rev.塾,(1929)1293.
･I.C.SLAYER,`ATOmCSHIELDINGCONSTANTS' phys.Rev.翠 (1930)57.
･E.HIGNm ANDド.SEITZ,IontheConstitutiorLOfMetallicSditJl'
Phys.仔ey.43,(1933)804.
･E.NIGNEIiANDド.SEITZ,-OntheConstitutiorLOfMetallicSdiuJPⅡ-
Phys.Rev_壁,(1934)509.
19.Anisotropyofferrohagneticcrystals(P.195-)
･KOTAROlONDAANDJUNZ8'aKUBO, Fーe,T｡舶gneticSubstancesandCrystalsin
ノヽ ′ヽ
theLightofENing'sTheoryofMolecular【agnetis鴨.'
Sci.Rep.T6hokuI叩.Univ.5L(1916)153.
･G.S.ぬbajaniIPhil.Tram.Roy.SK.塾 (1929)63.
･H.Kornfeld, D`ieBerechnungelektrostatischerPotentialetlndderEnergie
vonDipol-undauadmtx)lgittem.' zeit.Phys.22,(1924)27.
20.BeckerscheTheoriedermagnetostriction(P.202-)
･R.Becker/ZurTheorieder批Ignetisierungskurve.'zeit.Phys.壁,(1930)253.
21.Elemenbrgmppe(P.209-)
･∫.N.SHIH, H`agneticPropertiesoflrorL-CobaltSingleCrystals'
Ptlys.Rev.壁,(1934)139.
･J.W_SHIFI,.MagneticAnisotropyofNickel-CobaltSingle･Crystals'
Phys.Rev.塾,(1936)376.I
22.HcisenkrgscheTheoriederMagJIetOStriktionundlbgnetisieruJlgSktme
(P.213-)
･H.Heisenberg, z`urTheoriederMagnetostriktionund
derMagnetisiemngskqrve_' zeit.Phys.壁(1931)287.
23.汀ysteT･eSis(P.217-218)
-21 2 -
